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1.1えがき

,ヒ海道ltおけろ轍 着雪に 像気二前面でのシヤーヽ ・ット1人の湿雪によつて発生すゐじとが多vヽ 。
―力嘔像者雪の1えふ萌無に着雪の自立こ着雪付加 のバランス茶僻伽何にトリ生ずねものとしたゐ

。従って瀬厖れ引寸着力の大を,l■難芳雪効果ゃその月傲 晨夢着雪付着量に魂鐵計F素′響t'を,たものゼ

あり,今後その理論的嘴景t整備寸ゐ上から隻要な要未とならしのであろ.そ のスめ当シ々では湿雪の

イ寸着力汲ヴtのための一方法と瞑↓Mとし燿1にと行なフマvヽらが これはそのオ2報ぞあら。
2 波1え装置ぉょび現掟方法
(l)人工着雪装置 贈 装置に従来看雪実験に使用レた1、■人靖 雪装置■nいた。この及置ロリに
上積雪」除酔レながらよ気あるい口崚霧した水痛ヒ́請K着雪サンプラーlく OAb● つけて着雪t発生2

せろ装置ゼサンプラー表面付血の農魔はb跳糧反に調整して実験t行は,た 。

C2ソ寸着力汲1た装置 口IK栄 ,及こにより測たt行なった。サンプ
ぅ一捧雪方向前面には.サンプラー表面よりしいのliEこに荷tt700日外

ットt配置してある。着雪サンフ・ラーは回転台漁となってスタ/ド にネ

4寸けられマおり,着雪浦捉面ド棒雪t吹 2つけ■ネ・ットt着雪ヤに埋没

tせるが,日外ットヤメ盛季К取リオ寸りられたワックのみバ着雪のクトド弊

ハ寸ゐ.付着カズに要鍾こしてはたずサンプう―■転倒して看

'ttth■にしよ後,つ ッヽクに荷立t卸えて、ヽくotアカロ解

"盤
`し
て1■ヮーレンt

―ターにより、し―ルの上t静勧づゐ徹ル荷主嚇 により荷生t■士

としてメ1た,ゐものぞあらo図 2Kその浸:k露額t示しス。
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イ1者力の実演1結果の́移tt表 |にホレk。 え験に1史用しR雪は薇

雪tほぐレ′人工的に湿雪t作りなしたしのであるが′涅1た結果!■かなリバラつvヽ マ゙ ろ。4た表2

には続 電線おょが銅ペイプに夕寸し■得られた結果ぞあら。今メくキ20～ 30%ぞ 11着カロ大2い傾角と

ホしたバ今後えltデ ータ1増ャレより落嗜則とのあるルのこレてヽ コ`たいo
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